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石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 六 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事 谷 本 正

石 川 県 規 則 第 二 十 四 号

石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 ( 昭 和 三 十 三 年 石 川 県 規 則 第 十 四 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 二 条 第 二 項 中 「 及 び 第 七 十 八 条 の 六 第 四 項 」 を 「 、 第 七 十 八 条 の 六 第 四 項 及 び 第 七 十 八 条 の 七 第 四 項 」

め る 。
石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 様 式 目 次 中

「 第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の こ 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 二 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 被 収 用 不 動 産 等 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 三 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 譲 渡 担 保 財 産 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 四 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 再 開 発 会 社 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 五 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 農 地 保 有 合 理 化 促 進 事 業 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 六 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 土 地 改 良 区 関 係 )

「 第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の こ 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 住 宅 用 土 地 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 二 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 耐 震 基 準 不 適 合 既 存 住 宅 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 三 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 被 収 用 不 動 産 等 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 四 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 譲 渡 担 保 財 産 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 五 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 再 開 発 会 社 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 六 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 等 関 係 )

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 七 ) 不 動 産 取 得 税 徴 収 猶 予 申 告 書 ( 土 地 改 良 区 関 係 )

庖 ・ 出 張 所 等 の 設 定 」 を 「 支 庖 ・ 出 張 所 等 の 設 置 」 に 改 め る 。

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の こ ( 表 ) 中 「 連 」 を 「 燕 」 に 、
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「 嵐 山 否 判 油 田 」 を 「 惑 克 畿 ポ 好 釜 山 田 町 口 令 油 田 」 に 改 め る 。

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 六 ) を 第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 七 ) と す る 。

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 五 ) 中 「 油 連 荊 訓 吟 掛 4 E 雨 情 制 糠 富 市 対 」 を 「 滴 速 さ 迫 給 部 苫 議 青 固 森 嶋 耳 東 」 に 、

tt1 ヨ面
刊 油 国
側 誠 司 知 連

を

4社 泊 工ロ

に 改 め 、 同 様 式 備 考 1

制 相 相 当 時 即削 工一 滴 高正

中 「 油 連 荊 訓 吟 凶 4 代 前 僚 制 糠 」 を 「 剖 ヱ 一 滴 普 治 主 獄 斗 ∞ 治 見 ) ⑦ 獄 H 泊 一 円 溢 尚 斗 l d 油 連 湖 湖 抑 制 糠 」 に 改 め 、 同 様 式 を 第

十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 六 ) と す る 。

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 四 ) 備 考 1 中 「 襲 苛 亜 淑 砕 」 を 「 襲 苛 羽 亜 淑 跨 」 に 改 め 、 同 様 式 を 第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ

の 五 ) と す る 。

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 三 ) 中

tt1 ヨ面
令 泊 工ロ

を

制 相 相 当 時 即 題

4社 泊 工ロ

に 改 め 、 同 様 式 を 第 十

制 柑 相 当 時 剛削 工一 滴 高高

九 号 の 三 様 式 ( そ の 四 ) と す る 。

第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 二 ) 中

tt1 ヨ面
令 泊 工ロ

を

制 相 相 当 時 即 題

4社 泊 工ロ

に 改 め 、 同 様 式 備 考 1

制 柑 相 当 時 剛削 工一 滴 高高

中 「 法 部 獄 潜 哨 附 議 吟 固 」 を 「 信 M H 4 4 相 片 務 〉 襲 苛 羽 山 謀 議 」 に 改 め 、 同 様 式 を 第 十 九 号 の 三 様 式 ( そ の 三 ) と し 、 第 十

九 号 の 三 様 式 ( そ の こ の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。



平成 26年 6月 25日(水曜日) 石川県公報 号 外

第19号の3様式(その 2) (表)

整理番号 |

不動産取得税徴収猶予申告書(耐震基準不適合既存住宅関係)

年 月 日

石川県 事務所長様

住 所

ふりがな
氏名又は名称 @ 

電話番号(

次のとおり徴収猶予を受けたいので、申告します。

所 在 地

家 屋 番 号

構 造 造 階建て

床 面 積 m 
取得した住宅

取 得 年 月 年 月 日( 年 月 日登記)日

取 得 原 因 売買 .. 贈与 その他(

新 築 年 月 日 年 月 日( 年 月 日登記)

耐震改修完了予定年月日 年 月 日

参考事項

次の欄は、記入しないでください。

賦 課 税 額
年度

一税 額 l
円

納期限 年 月 号日 納税通知書番号第

徴収猶予を承認する税額 円

徴収猶予を承認する期限 年 月 日川町認通一
整理番号

住 宅取得年月日 年 月 日

減額する税額 円 減額処理年月日 年 月 日

徴収猶予取消税額
徴収猶予取消決定年月日 年 月 日
円
徴収猶予取消通知年月日 年 月 日

事商 要
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1
 附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 十 四 号 の 二 様 式 及 び 第 三 十 四 号 の 三 様 式 の 改 正 規 定 は 、 平 成

二 十 七 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 し た 用 紙 は 、 な お 当 分 の 問 、 所 要 の 調 整 を

し て 使 用 す る こ と が で き る 。

2
 

中 部 圏 の 都 市 開 発 区 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 を 廃 止 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 六 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事 谷 本 正

石 川 県 規 則 第 二 十 五 号

中 部 圏 の 都 市 開 発 区 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 を 廃 止 す る 規 則

中 部 圏 の 都 市 開 発 区 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ( 昭 和 四 十 四 年 石 川 県 規 則 第 六 号 )

止 す る 。

1
 附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

こ の 規 則 に よ る 廃 止 前 の 中 部 圏 の 都 市 開 発 区 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 規 定 は 、

規 則 の 施 行 後 も 、 中 部 圏 の 都 市 開 発 区 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 を 廃 止 す る 条 例 ( 平 成 二 十 六 年 石

川 県 条 例 第 三 十 二 号 ) 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 同 条 例 に よ る 廃 止 前 の 中 部 圏 の

都 市 開 発 区 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 ( 昭 和 四 十 四 年 石 川 県 条 例 第 七 号 ) の 規 定 が 効 力 を 有 す る 限

り に お い て 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

2
 

憲
は 、 廃

こ の
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石 川 県 健 民 自 然 園 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 六 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事 谷 本

半 c.n
 

正 憲

石 川 県 規 則 第 二 十 六 号

石 川 県 健 民 自 然 園 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 健 民 自 然 園 条 例 施 行 規 則 ( 平 成 六 年 石 川 県 規 則 第 三 十 三 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

す 伊

別 記 様 式 第 三 号 中 「 剖 コ 一 滴 ヰ 場 謂 荏 蒋 囚 E 溌 園 嵐 同 時 掛 鵡 猷 同 世 部 嚇 」 を 「 ( 滞 日 E 溌 園 δ 検 挙 ) 嵐 同 時 制 岡 鵡 猷 尚

丑 部 酬 明 」 に 、 「 剖 ヱ 一 滴 ヰ 場 彊 摘 さ 滞 日 E 溌 園 見 ) 」 を 「 ( 滞 日 E 溌 園 δ 食 事 ) 見 ) 」 に 改 め る 。

附 則

( 施 行 期 日 )

1 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

( 準 備 行 為 )

2 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 健 民 自 然 園 条 例 施 行 規 則 ( 以 下 「 改 正 後 の 規 則 」 と い う 。 ) の 規 定 に よ る 石 川 県

夕 日 寺 健 民 自 然 園 の 指 定 管 理 者 ( 地 方 自 治 法 ( 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ) 第 二 百 四 十 四 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る

指 定 管 理 者 を い う 。 ) の 指 定 及 び こ れ に 係 る 手 続 そ の 他 こ の 規 則 を 施 行 す る た め に 必 要 な 準 備 行 為 は 、 こ の 規 則 の

施 行 の 日 ( 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ) 前 に お い て も 行 う こ と が で き る 。

( 経 過 措 置 )

3 施 行 目 前 に お い て 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 石 川 県 健 民 自 然 園 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に よ り な さ れ た 処 分 、

の 他 の 行 為 は 、 改 正 後 の 規 則 の 相 当 規 定 に よ り な さ れ た も の と み な す 。

手 続 そ
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